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土木工事設計要領の取り扱いについて

１ この設計要領は、九州地方整備局で施行する土木工事の

設計に適用する。

２ この設計要領によらない土木工事については、本局担当

課と協議し、施行すること。

３ この設計要領は、

第Ⅰ編 共通編

第Ⅱ編 河川編 (河川・海岸・砂防)

第Ⅲ編 道路編 (道路・橋梁・トンネル)

の３編に分冊されている。
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数量集計表」によるものとする。<http://www.nilim.go.jp/engineer/index.html>

参 考 資 料

１ シラス地帯の河川・道路土工指針 (案) 共－参－ 1

２ 公共用緑化樹木品質寸法規格基準 (案) 共－参－ 59




